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公式訪問スタート！

Intercity Meeting  のご案内

委員会通信

ＲＬＩ委員会  リーダーシップ研究会パートⅠ

米山奨学委員会  奨学生祇園祭体験会

2018 年 5月会員数の増減及び出席率表

第 2650 地区 2018年 5月会員の動き

「ロータリーの友」地区代表委員って何？

8月は会員増強・新クラブ結成推進月間です
橿原市 本薬師寺跡
ホテイアオイ

保津川下り

近江八幡
八幡堀

東尋坊

ＲＩ第２６５０地区スローガン

2018ー19 年度 国際ロータリーテーマ

国際ロータリー第 2650 地区
2018 ー19 年度 ガバナー

中　川　基　成
2018 ー19 年度 国際ロータリー会長

バリー・ラシン

ロータリーを学び、
実践し、発信しよう;
Enjoy Rotary
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　平成 30 年７月豪雨で亡くなられた方々に哀悼の意を
表するとともに、被災された多くの方々に心からお見舞
い申し上げます。
　8月は会員増強・新クラブ結成推進月間であります。
クラブを如何に活性化し会員増強をはかるかについては、
いつの時代のどのクラブにおいても最大の課題のひとつ
であろうかと思います。
いかなる生命や組織も環境に適応し新陳代謝をくりかえ
してこそ生き延びていくことができると言われています。
ロータリーも113年にもわたり奉仕の理念を堅持しつつ、
時代に適応し変化を重ねながらも地域社会や世界に対し
て良い変化をもたらすことができたのであります。
一人ひとりのロータリアンがロータリーの素晴らしさを
家族や友達や地域の人々に語りかけて、その共感を得て
ロータリーの奉仕の輪を広げてきた歴史があるのです。
会員増強とは、ロータリアン自身がロータリーで学んだ
ことを自らの魅力づくりに生かして、自らのクラブの活
性化を実践することでもあります。
ロータリーが行なう様々な奉仕活動は、ロータリーを直
接知らない人々にも必ず大きな関心や共感をもっていた
だくことができます。結果として、ロータリーの仲間を
ふやし奉仕の輪を更に広げることができるのです。
2016 年の規定審議会の改定以降、ロータリークラブの
組織運営の柔軟性と自主性が大幅に認められました。
じっくり腰をすえて、クラブ会員の意識とチーム力を高
めて、クラブの魅力づくりと活性化に取り組み会員増強
に取り組んでまいりましょう。

　では、どのようにしてチーム力を高めることができる
でしょうか？私はロータリーの中核的価値観の中から次
の3つに注目したいと思います。
1．多様性（Diversity）：民族、国家、言語、宗教、性別、
文化、世代などの違いを超えてロータリーは広く社会に
支持されています。私たち日本人も古来「和」を重んじ、
海外から様々な文化・習慣・言葉・宗教などを柔軟に受
け入れてきた歴史があります。現代に生きる私たちも多
様性を受け入れ、更には多様性を楽しむことで、物の見

方を広げて寛容の精神を養い、人生の幅を広げることが
できるのではないでしょうか。人はそもそも性格、経験、
能力、習慣などすべて違いがあり、お互いがそれぞれの
個性を認め合いながら成長することで多様性の豊かな
チームとなり、強靭でしなやかな組織になるのです。
２．奉仕（Service）：私たちが行う地域社会や世界に対
する奉仕は、私たち自身にも大きな喜びと恩恵が与えら
れます。奉仕をさせていただく精神こそが尊いと考えま
す。自分を超えた素晴らしいことを生み出す超我の奉仕
活動は、できるだけ多くの会員の参加による達成感をク
ラブ一体として共有することにより、間違いなくクラブ
のチーム力は上がると思います。
３．親睦（Fellowship）：ロータリーの奉仕の価値観を
共有し同じ目的に向かって共に行動する仲間はお互いに、
かけがえのない宝物であります。
仲間同士で腹を割って語り合える建設的で未来志向の人
間関係こそが、チーム力向上の礎ではないでしょうか。
だからこそ、クラブでの親睦活動はチーム力強化をはか
るうえで大きな原動力となるのです。
　是非、会員各位がこれらの中核的価値観に基づいたク
ラブのチーム力強化・会員増強にお取組いただきたい。
またクラブ間相互の協力、地区委員会相互の協力、イン
ターアクト・ローターアクト・ロータリー学友との交流
など、One Rotary としてチーム力アップにもトライし
ていただきたいと思います。
　バリー・ラシンＲＩ会長は、バハマという島国出身と
して、「海はいつも私にとり特別な存在である。海は、
その向こうの国や人々と隔てるものであり、つなぐもの
でもある。」と述べました。
私たちロータリアンはそれぞれ異なる潜在的な力を互い
につなげることによって、次世代に新しい息吹を吹き込
み、前向きな変化を生み出す希望や勇気、そして社会の
課題に立ち向かう意欲をひきだすインスピレーションに
なることができるのだと確信します。
さあ、ともにロータリーのチーム力を高め、大いにロー
タリーを楽しみましょう。

ロータリーのチーム力を高めよう；
 One Rotary 国際ロータリー第 2650 地区

2018 ー19 年度ガバナー
　
中 川　基 成
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新任ガバナー補佐紹介

　今年度、京都北部７ＲＣのガバナー補佐を担当す
る事に成りました。私の役務と致しまして、2650 地
区中川基成ガバナーの分身となり、担当地域から出
された各種の要望、意見などをまとめて、現場の活
動状況を的確にお伝えする事が義務の一つであると
考えて居ります。特にガバナー公式訪問の事前クラ
ブ協議会ではクラブ報告に基づき立案、提案されま
した計画及び実践方法等検討されました協議内容を
しっかり受け止めて、報告することが大切であると考

えます。
　今年度の地区スローガンは「ロータリーを学び、実
践し、発信しよう；Enjoy Rotary」です。地域の特
性を重視し、各クラブの自主性を重んじての活動を通
じた地域からの発信が求められております。近年の動
向としましても、国際ロータリーを通じ、世界各地の
クラブでは、時代に合った、そしてそれぞれの地域の
ニーズに沿った奉仕活動が盛んに行われております。
　クラブの活性化の為には、変化が必要です。まずはモ
チベーションを高め、お互いの意思疎通を図って行か
なければ、何も変わりません。所謂クラブ限界思考か
ら改革思考へと変えて行く事が大切であると考えます。
　私自身も長年のロータリーライフに馴染みましてここ
数年マンネリ化の傾向で日々を送って居りました。この
任務を期に、地域とのパイプ役としまして少しでもお
役にたてる様、この一年頑張ってみようと思って居りま
す。

植野 憲二
福知山 RC

2018ー19年度
京都北部
ガバナー補佐

　ポール・ハリスは「最高のクラブとは最高の出席
率を保持するクラブである」と断言しています。私
のホームクラブである大津は1950年の創立以来、例
会出席率100%を保持しています。メンバーが100名
を越えるクラブでは希少と自負しております。「現在
の RI の流れに反するのでは？」とか「絶滅危惧種
では？」など一部外野からの批判もありますが、メ
ンバー全員の理解と協力により拘り続けています。
　何故続けられるのか。やはり何と言っても「例会
の充実」が第一ですが、新入会員向けに必ず実施す
るインフォメーションも寄与していると考えています。
まさに、「熱いうちに打て」であります。私は、昨年
度このインフォメーションを担当するロータリー情報

委員長をつとめましたが、「ロータリーとは？」「ロー
タリーの歴史」などと並び何故100％に拘るのかの意
義について鋭意説明しました。「推薦人や先輩に迷惑
が掛かるから」といった受身的な事由だけではなく、
大津の特色である一帯感・連帯感を醸し出す源泉の
ひとつとして重要な意義があることを強調し理解して
もらった積もりです。新入会員の反応は概ね良好で
今後も良き伝統を継続してくれるものと確信していま
す。勿論、出席率100％の保持はこれ自体が目的で
はなく、クラブ活性化の一方策にすぎません。しかし、
大津にとっては活性化・元気の源「Inspirat ion」
であることは間違いありません。

山田 　督
大津 RC

2018ー19年度
滋賀県第１グループ
ガバナー補佐

That Emotion想い

出席率 100％
への拘り

クラブ限界思考
から改革思考へ
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京都東ＲＣ・京都東山ＲＣ・京都洛東ＲＣ

　2018-19年度の最初のガバナー公式訪問が7月6日（金）
に実施されました。当地区では、2012-13 年度（河本英
典ガバナー）から合同公式訪問の形式が取り入れられまし
たが、本年度は合同形式が進展して34会場で合同形式が
採用され、中川ガバナーは、7月6日から10月25日（橿原ＲＣ、
やまとまほろばＲＣ、あすかＲＣ３クラブ合同）まで 50 会
場を訪問する予定です。
　今期の公式訪問の幕開けは、7月6日京都東、京都洛東、
京都東山各ＲＣへの訪問です。ところが当日は豪雨の初日。
京都駅ではタクシーが長蛇の列で乗車を断念、ホテルの
シャトルバスに走って飛び乗るも渋滞でのろのろ、やっと
の思いでホテルへ着いたのは定刻より10分遅れ。
　それでも最初の懇談会予定の京都東ＲＣの伊藤久重会
長はじめメンバー各位に温かく迎えられ、和やかに懇談会
は始まりました。続いて京都洛東ＲＣとの懇談会と続き、
いよいよ3クラブ合同で百数十人の大例会が厳かに開会され、
後半に中川ガバナーのアドレスでバリー・ラシンＲＩ会長の
テーマ、地区スローガンなどを分かりやすく解説されました。
　その後京都東山ＲＣとの懇談会を終えましたが、その間

もアラームが何回も鳴り響き、本当に波乱の幕開けとなっ
た初日でした。　　　　　　　  地区幹事長　岩井　常二

京都東ＲＣ会長・幹事との懇談会

京都東ＲＣ・京都東山ＲＣ・京都洛東ＲＣ 合同例会風景

京都東ＲＣ・京都東山ＲＣ・京都洛東ＲＣ 合同例会　集合写真

7月 6日（金）ウエスティン都ホテル京都　
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Intercity Meeting   のご案内
今年度の IM（Intercity Meeting）の開催日程・テーマ及び各組のプログラム等をご紹介します。
今月号は 8月～10月に開催される第３組・第 1組・第４組を開催日順でのご紹介となります。

日　時：8月25日 ( 土 )
  10：00 ～ 12：45　新会員セミナー
  11：00 ～  　  呈茶席（裏千家様のご厚意による）
  11：30 ～  　  会長会議
  12：30 ～  　  受付開始
  13：30 ～  　  開会式典
  17：30 ～  　  懇親会
会　場：京都ホテルオークラ
 　京都市中京区河原町御池　075-211-5111
基調講演：「“矜持” を持って前へ前へ」
 　日本スポーツ教育アカデミー 理事長　吉田 義人 氏
 　元日本代表、
 　現 7人制ラグビー専門チーム「サムライセブン」代表・監督
ホストクラブ：園部ＲＣ
テーマ：「引き出そう ロータリーの可能性」－学び 実践して 結果を出そう－

日　時：9月 8日 ( 土 )
  10：00 ～ 12：45　新会員セミナー
  11：00 ～ 12：30　県下ロータリークラブ会長会議
  12：30 ～  　  登録受付
 第一部 13：30 ～  　  開会式典
 第二部 14：30 ～ 15：30　フォーラム
  15：30 ～ 16：00　事業発表
 第三部 16：00 ～ 16：30　閉会式典
 　 16：45 ～  　   懇親会
会　場：びわ湖大津プリンスホテル
　　　　　滋賀県大津市におの浜 4-7-7  077-521-1111
　　　　　式典・フォーラム／コンベンションホール 淡海
　　　　　懇親会場／プリンスホール
ホストクラブ：野洲ＲＣ
テーマ：「びわ湖の過去・現在、そして未来に向けて」
　　　　コーディネーター 工学博士　佐藤 祐一 氏
　　　　滋賀県琵琶湖環境科学研究センター主任研究員

日　時：10 月 20 日 ( 土 )
  10：00 ～ 12：45　新会員セミナー
  11：30 ～ 12：30　県下ロータリークラブ会長懇談会
  12：30 ～ 　   受付開始
  13：00 ～ 　   開会式典
  14：00 ～ 16：30　基調講演、その他
  16：40 ～ 17：00　閉会式典
  17：10 ～ 　   懇親会
会　場：奈良春日野国際フォーラム 甍～ I・RA・KA～
 　奈良県奈良市春日野町 101　0742-27-2630
基調講演：「ロータリーの魅力と基本：変貌する国際ロータリーの中で」
 　ＲＩ第2700 地区パストガバナー　廣畑 富雄 氏
 　医学博士、衛生学疫学博士、九州大学医学部名誉教授
ホストクラブ：奈良西ＲＣ
テーマ：「彩ろう！　豊かなロータリーライフを」

※予定は変更される
　場合もあります。
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米山奨学委員会

ＲＬＩ委員会

米山奨学委員会

委員会通信

　7月8日（日）、宇治市の京都文教
学園に於いて、ＲＬＩ パートⅠが開催
されました。大雨による被害を受け
た方々や地域あるいは交通困難など
開催の可否が問われる難題に直面し
ながら、中川ガバナー・富田ＰＧ（Ｒ
ＬＩ日本支部地区代表委員）・坂本Ｐ
Ｇ（ＲＬＩ日本支部ファシリテーター
委員）・松原ＧＮのご臨席をえて、受
講者65人を含む総数100人が参加し

ました。ＲＬＩ
は、当地区で
は本年度で９
年目（８回目）
の開催となり、既に受講修了生は
661人に達し、修了者は458人（うち
ＤＬ就任者は126人）となっています。
去る３月のＰＥＴＳ（会長エレクト研修
セミナー）でも、ＲＬＩで実施される
討議形式を採用しました。

　ＲＬＩはロータリアンにボランタ
リー組織にとって重要なリーダーシッ
プ技能と質の高い教育を提供するこ
とを目的の一つに掲げています。
　ＲＬＩ委員会は、地区内全クラブか
ら一人（会長エレクトの参加を推奨）
の参加を要請しています。又、近年
ＤＬ（ディスカッションリーダー）が
不足しているのでＲＬＩ修了者がＤＬ
（ＤＬは毎年６月にＤＬ研修会を受講
してＤＬの資格を取得）に就任してく
れることを強く念願しています。

　７月１４日（土）、祇園祭の宵々々
山の日に、米山奨学委員会主催で、
標記体験会が開催され、米山奨学
生２２人（男子１０人・女子１２人）
とカウンセラー１５人に委員会メン
バー等総勢５２人が、「京都さがの
館」に集合。米山奨学生は、各人
好みの浴衣を選んで着付けをしても
らい、一人一人ポー
ズをつけて記念
撮影をしました。
　全員集合したと
ころで、磯田米山
奨学委員長の挨
拶があり、「京都
さがの館」の田中
元子社長（京都
紫竹ＲＣ）が祇園

ロータリー･リーダーシップ研究会
（Rotary Leadership Institute）
パートⅠ 開催

猛暑の中、汗ダクダクで米山奨学生が「祇園祭」体験 !!
祭と着物について語った後、菊水鉾
に上がったり、呈茶席で抹茶を賞味
し、付近に点在する山や鉾を見学し
て回りました。
　当日は本年最高の暑さで、京都は
３８度を記録しましたが、米山奨学
生達は、日本三大祭りの祇園祭と日
本の夏を身をもって体験しました。

全員揃って開会式

セッション（リーダーシップの本質をつかむ） セッション（全員を引き込む）

米山奨学生の皆さんとカウンセラーの方々 菊水鉾
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2018年5月会員数の増減及び出席率表
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クラブ名

前
月
末

会
員
数

入
　
会

退
　
会

４
月
末

会
員
数

期
　
首

会
員
数

入会
累計

退会
累計

例
会
数

出席率
％

女
　
性

会
員
数

綾部
福知山
福知山西南
亀岡
亀岡中央
京丹後
京都
京都伏見
京都平安
京都東
京都東山
京都北東
京都イブニング
京都城陽
京都桂川
京都北
京都南
京都モーニング
京都紫野
京都中
京都西
京都乙訓
京都洛中
京都洛北
京都洛南
京都洛西
京都洛東
京都嵯峨野
京都さくら
京都西北
京都西南
京都紫竹
京都朱雀
京都田辺
京都山城
京都八幡
舞鶴
舞鶴東
宮津
園部
宇治
宇治鳳凰
小計

■表作成にあたって
　・会員数に、名誉会員は含まれておりません。
　・入退会者数、5月会員数および入退会者累計数は 5月末現在です。     
　・「期首会員数」は、2017年 6月末会員数です。
　・鯖江 RCの期首会員数は、鯖江北 RCの会員14 名を含む。

27
58
44
32
19
32
190
95
23
90
69
24
19
35
31
67
248
49
52
40
105
38
89
72
30
49
49
23
25
38
43
35
36
20
23
28
25
36
31
23
44
44

2,150

京都府
（42クラブ ）

福井県
（18クラブ ）

滋賀県
（21クラブ ）

クラブ名

前
月
末

会
員
数

入
　
会

退
　
会

４
月
末

会
員
数

期
　
首

会
員
数

入会
累計

退会
累計

例
会
数

出席率
％

女
　
性

会
員
数

Eクラブ
（1クラブ ）

クラブ名

前
月
末

会
員
数

入
　
会

退
　
会

４
月
末

会
員
数

期
　
首

会
員
数

入会
累計

退会
累計

例
会
数

出席率
％

女
　
性

会
員
数

28
58
45
32
19
32
191
97
23
90
69
25
19
34
31
68
248
49
52
40
108
38
90
72
30
49
49
23
25
36
46
34
36
20
23
28
25
36
31
23
44
44

2,160

100.00 
87.94 
94.47 
100.00 
79.58 
84.44 
98.66 
86.55 
96.65 
92.30 
82.57 
81.78 
95.31 
100.00 
82.11 
86.24 
90.72 
90.30 
100.00 
98.75 
99.37 
86.53 
100.00 
96.18 
93.91 
91.83 
89.89 
73.02 
82.00 
88.47 
93.44 
94.97 
81.81 
88.24 
81.39 
85.00 
97.91 
88.78 
94.80 
93.69 
94.73 
97.63 
91.00 

25 
59 
43 
28 
13 
34 
197 
97 
21 
88 
70 
24 
19 
35 
30 
67 
228 
45 
52 
38 
105 
39 
91 
70 
30 
48 
44 
24 
25 
39 
43 
33 
36 
19 
22 
29 
26 
36 
31 
23 
42 
46 

2,114

1
0
1
0
0
0
2
2
0
0
0
1
0
0
0
1
0
0
0
0
3
0
1
0
0
0
0
0
0
0
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
15

0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
5

4
1
5
4
6
3
15
4
3
3
0
1
1
0
1
4
22
5
3
2
6
0
4
3
0
2
7
0
0
1
6
2
0
2
2
1
0
1
3
1
4
1

133

1
2
3
0
0
5
21
4
1
1
1
0
1
1
0
3
2
1
3
0
3
1
5
1
0
1
2
1
0
4
3
1
0
1
1
2
1
1
3
1
2
3
87

3
4
4
4
2
3
5
3
2
3
4
4
4
3
4
4
4
3
4
4
3
3
4
4
4
3
4
4
4
4
4
3
4
4
2
4
2
4
4
4
4
4
3.6

2
0
2
0
1
3
0
9
5
0
4
1
1
2
0
0
0
6
0
0
0
1
0
0
2
4
0
1
7
3
3
2
3
4
0
3
0
3
0
0
1
6
79

奈良県
（14クラブ ）
クラブ名

前
月
末

会
員
数

入
　
会

退
　
会

４
月
末

会
員
数

期
　
首

会
員
数

入会
累計

退会
累計

例
会
数

出席率
％

女
　
性

会
員
数

137
64
59
52
109
36
33
24
27
32
29
42
45
57
28
30
18
25
847

クラブ名

前
月
末

会
員
数

入
　
会

退
　
会

４
月
末

会
員
数

期
　
首

会
員
数

入会
累計

退会
累計

例
会
数

出席率
％

女
　
性

会
員
数

138
64
59
52
109
36
33
24
27
32
29
42
45
58
28
29
18
25
848

83.27 
97.85 
81.36 
73.09 
68.32 
89.27 
84.26 
71.83 
74.07 
80.80 
88.09 
84.50 
62.60 
71.37 
92.30 
92.89 
83.33 
92.30 
81.75 

135
64
59
49
109
36
34
24
27
35
32
41
46
55
28
30
18
25
847

1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
2

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
1

6
4
1
6
5
2
1
1
0
1
1
3
1
5
1
2
0
2
42

3
4
1
3
5
2
2
1
0
4
4
2
2
2
1
3
0
2
41

4
3
4
4
4
4
3
4
4
4
3
4
3
4
3
3
2
3
3.5

11
5
10
9
11
2
3
2
3
0
3
1
3
3
0
0
1
1
68

あすか
五條
平城京
生駒
橿原
奈良
奈良東
奈良西
奈良大宮
桜井
大和郡山
やまとまほろば
やまと西和
大和高田
小計

56
31
26
19
44
125
35
45
65
18
49
31
28
99
671

55
31
26
19
45
127
35
45
65
18
49
30
28
99
672

94.30 
84.54 
79.53 
82.24 
86.34 
91.67 
100.00 
78.53 
89.20 
83.33 
89.84 
89.57 
82.88 
100.00 
87.43 

55
32
23
20
43
125
34
42
65
19
49
32
25
95
659

0
0
0
0
1
3
0
0
0
0
0
0
0
0
4

1
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
1
0
0
3

1
1
6
1
4
12
3
4
2
0
0
0
3
8
45

1
2
3
2
2
10
2
1
2
1
0
2
0
4
32

3
3
4
4
3
4
4
4
4
3
3
4
3
5
3.6

1
0
4
2
1
5
1
3
0
4
2
3
2
4
32

福井
福井あじさい
福井ﾌｪﾆｯｸｽ
福井東
福井北
福井南
福井西
福井水仙
勝山
丸岡
三国
大野
鯖江
武生
武生府中
敦賀
敦賀西
若狭
小計

びわ湖八幡
五個荘能登川
東近江
彦根
彦根南
湖南
草津
水口
守山
長浜
長浜東
長浜北
近江八幡
大津
大津中央
大津東
大津西
栗東
高島
野洲
八日市南
小計

52
21
36
65
69
42
28
34
41
57
59
27
44
113
29
23
20
50
52
40
50
952

52
21
36
65
69
42
29
34
41
57
59
27
44
118
28
23
20
51
52
40
50
958

98.67 
85.71 
88.17 
88.42 
86.78 
94.79 
92.66 
95.43 
95.52 
93.18 
92.34 
93.83 
95.83 
100.00 
76.56 
89.86 
94.33 
90.20 
100.00 
96.10 
92.08 
92.40 

45
21
36
59
70
39
26
32
37
61
58
24
39
116
31
22
21
41
48
39
45
910

0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
5
0
0
0
2
0
0
0
8

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
1
0
0
0
2

8
1
2
8
2
3
3
3
6
1
2
5
5
13
3
2
1
12
4
1
8
93

1
1
2
2
3
0
0
1
2
5
1
2
0
11
6
1
2
2
0
0
3
45

3
4
3
3
4
3
4
4
3
4
3
3
3
4
3
3
3
4
4
4
4
3.5

1
1
1
6
0
3
0
0
1
2
0
4
1
6
4
4
0
2
3
2
3
44

日本ロータリー
Eクラブ2650
小計

48

48

48

48

100.00 

100.00 

42

42

0

0

0

0

8

8

2

2

3

3

7

7

クラブ名

前
月
末

会
員
数

入
　
会

退
　
会

４
月
末

会
員
数

期
　
首

会
員
数

入会
累計

退会
累計

例
会
数

出席率
％

女
　
性

会
員
数

合計
（96クラブ ）

合計 4,668 4,686 89.14 4,57229 11 321 207 3.4 230
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5月入会者一覧

クラブ名 氏名 職業分類

5月退会者一覧

綾　部
福知山西南
京　都
京　都
京都伏見
京都伏見
京都北東
京都北
京都西
京都西
京都西
京都洛中
京都西南
京都西南
京都西南

松本　真一
西山　弘訓
今西　拓人
髙野　　一
奥　　達也
北倉　功壹
京極雪之介
小島　英裕
山田　崇博
前田　智史
谷口　和彦
左海　博康
浅岡　秀哉
徳毛　伸矢
櫻井　幹員

精密機械製造
生命保険
新聞発行
美術品販売
人材紹介、社員研修
寿司・京料理
芸術家　ﾋ ｱ゚ﾆｽﾄ
仏教
貸ビル業
弁護士
私立学校
保険代理業
木材販売
広告業
ホテル

クラブ名 氏名 職業分類
福　井
武　生
草　津
大　津
大　津
大　津
大　津
大　津
栗　東
栗　東
橿　原
奈　良
奈　良
奈　良

桑原　慎治
小林　慶治
北村　英樹
財津　敏幸
板倉　一浩
大塚　　滋
福田　義彦
松村　達也
長谷　茂徳
遠田　一正
仲谷　　登
佐野  達哉
土田　勝吉
伊藤　寛治

皮膚科
証券業
ﾓｰﾀ・ﾎ゚ﾝﾌ゚ 製造
銀行
損害保険
ホテル
生命保険
生命保険
不動産業
自動車販売
不動産管理
火災保険
警備保障
生命保険
 

ご逝去会員一覧

クラブ名 氏名
京　都
京都城陽
京都紫竹
大津中央
栗　東
あすか
奈　良

やまとまほろば

京都西北
京都西北
敦　賀

植木　修康
平井　一行
貞包　智悠
小島　　亨
村田　勝重
米田　昌弘
岩井　伸夫
中村　博孝

髙宮輝千代
石川　公三
大北　　稔
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「ロータリーの友」地区代表委員って何？

京 都
福 井
滋 賀
奈 良
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国際ロータリー第2650地区
2018ー19 年度ガバナー　中 川　基 成
ガバナー事務所
〒600-8216　京都府京都市下京区東塩小路町614 番地　新京都センタービル5階 520 号室
TEL. 075-353-2650　　FAX. 075-343-2651  E-mail  gov2018-19@rid2650.gr.jp

第 2650 地区のホームページが新し
くなりました。各地区委員会活動
の報告や各クラブからの事業報告
等、様々なメッセージを掲載いた
します。是非ご覧ください。

国際ロータリー第2650地区
ホームページのご紹介

http://www.rid2650.gr.jp/

地区副幹事長　中西　知

　当地区には、たくさんの委員会があり、
それに伴い所属する委員がおられます。
二十人の委員会から数人だけの委員会ま
で様々です。又、委員会の名前は聞いた
ことがあるが、何をする委員会かよく知
らないという方もおられるのではないで
しょうか。
　標記の「ロータリーの友」地区代表委
員について、恥ずかしながらロータリー
歴２８年の私は、全く知りませんでした。
中川ガバナーから指名を受け、当地区の
前任者である室公博（京都東 RC）さんか
ら引き継ぎを受け、東京での２回の会議
（セミナー）に参加して、やっとその実
態がわかり、大役を仰せつかったなぁと
改めて自覚しているところです。
その任務を一部紹介させていただきます。
１．地区内「ロータリーの友」への理解
　　を深め読書率向上と活用促進。
２．地区内活動情報の収集や「ロータリー
　　の友」への投稿推進。
３．「ロータリーの友」の購読レポート（感
　　想意見）を毎月15日までに提出する。

　「ロータリーの友」に関する質問意見
等があれば、随時直接ロータリーの友事
務所に連絡していただくことができま
す。又、寄稿投稿の窓口も大きく開かれ
ておりますのでドシドシ送ってくださ
い。どうぞ「ガバナー月信」同様「ロー
タリーの友」もご愛読ください。


